
　

新
領
域
創
成
科
学
研
究
科
は
一
九
九
八
年
新
設
さ

れ
、
一
九
九
九
年
度
に
全
面
的
に
創
設
さ
れ
、
大
学

院
学
生
を
受
け
入
れ
、
研
究
教
育
を
始
め
た
ば
か
り

の
大
学
院
で
す
。
こ
の
研
究
科
は
、「
物
質
」「
エ
ネ
ル

ギ
ー
」「
情
報
」「
複
雑
系
」「
生
命
」「
環
境
」
と
い
う
今

後
解
決
す
べ
き
問
題
領
域
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、

超
領
域
的
に
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
に
編
成
さ
れ
た
各
分
野

領
域
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
キ
ー
ワ

ー
ド
は
、
い
ず
れ
も
既
に
そ
の
重
要
性
が
広
く
社
会

的
に
認
知
さ
れ
た
未
来
科
学
の
基
幹
と
も
い
え
る
問

題
群
で
す
。
そ
し
て
同
時
に
、
個
別
的
専
門
科
学
研

究
に
よ
っ
て
は
解
決
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
領
域
で

あ
り
、「
学
融
合
」
と
し
て
の
超
領
域
的
な
取
り
組
み

が
必
要
と
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
キ
ー
ワ
ー
ド
を
基
に
、
本
研
究
科
は
三
つ

の
大
き
な
研
究
系
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

が
「
基
盤
科
学
研
究
系
」
と
呼
ん
で
お
り
ま
す
、
物

質
系
専
攻
、
先
端
エ
ネ
ル
ギ
ー
工
学
専
攻
、
基
盤
情

報
学
専
攻
、
複
雑
理
工
学
専
攻
は
、
約
八
〇
名
の
教

官
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
端
生
命
科
学
専
攻

よ
り
な
る
「
先
端
生
命
科
学
系
」
は
、
教
官
約
三
〇

名
、
環
境
学
専
攻
よ
り
な
る
「
環
境
学
研
究
系
」
は

六
〇
名
の
教
官
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

本
研
究
科
は
、
新
た
な
二
一
世
紀
の
解
決
す
べ
き
問

題
領
域
を
解
明
・
解
決
す
る
た
め
、
あ
え
て
既
存
の

研
究
領
域
を
超
え
て
い
く
、
知
の
冒
険
を
試
み
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
私
た
ち
に
と
っ
て
は
「
学

融
合
」
と
い
う
方
法
で
、
文
字
ど
お
り
科
学
・
学
問

の
新
領
域
を
創
成
し
て
い
く
大
学
院
で
す
。

　

お
そ
ら
く
東
京
大
学
が
始
ま
っ
て
以
来
は
じ
め
て

全
学
部
支
援
の
態
勢
で
作
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
す

な
わ
ち
、
東
京
大
学
の
法
学
部
・
経
済
学
部
・
文
学

部
・
教
養
学
部
・
工
学
部
・
理
学
部
・
農
学
部
・
薬

学
部
等
か
ら
参
画
し
た
教
授
・
助
教
授
・
助
手
等
の

ス
タ
ッ
フ
は
、
実
に
一
八
〇
名
に
も
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
東
京
大
学
全
体
に
と
っ
て
新
し
い
研

究
科
を
創
設
し
よ
う
と
す
る
試
み
と
そ
の
実
現
は
、

実
に
長
い
歴
史
を
経
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
私
た

ち
が
ま
だ
学
生
で
あ
っ
た
一
九
七
〇
年
代
初
頭
に
、

立
川
の
米
軍
基
地
跡
に
第
三
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
建
設

し
よ
う
と
い
う
構
想
に
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

一
九
九
一
年
以
降
、
東
京
大
学
が
教
育
研
究
の
基
本

を
大
学
院
に
重
点
化
し
よ
う
と
、
次
第
に
戦
略
が
定

ま
っ
た
の
と
軌
を
同
じ
く
し
て
本
格
化
し
ま
し
た
。

　

東
京
大
学
が
二
一
世
紀
を
担
う
我
が
国
の
研
究
教

育
の
世
界
に
向
け
て
の
発
信
の
空
間
と
し
て
、
千
葉

県
柏
市
の
米
軍
通
信
施
設
跡
地
三
八
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
、
本
郷
・
駒
場
に
続
く
、
第
三
の
キ
ャ
ン
パ
ス
と

し
て
取
得
し
ま
し
た
。
こ
の
地
に
そ
の
理
想
を
実
現

す
る
一
環
と
し
て
本
研
究
科
が
創
設
さ
れ
た
の
で
す
。

　

東
京
大
学
が
柏
キ
ャ
ン
パ
ス
の
理
念
と
し
て
盛
り

込
ん
だ
の
は
、既
存
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
成
し
が
た
い
、

新
た
な
「
知
の
冒
険
」
を
行
う
こ
と
で
す
。
こ
の

「
知
の
冒
険
」
を
支
え
る
精
神
は
、
五
つ
の
内
容
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
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協

力

講

座

と
し
て
参
画
す
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
法
学
部
・
経
済
学
部
・

教
育
学
部
・
社
会
情
報
研
究
所
が
参
加
し
て
お
り
ま

す
。
そ
し
て
既
に
、
い
く
つ
か
の
専
攻
で
は
、
外
部

の
研
究
組
織
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
研
究
が
進
め

ら
れ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

第
三
に
、「
戦
略
志
向
と
組
織
の
柔
軟
性
」
と
い
う

理
念
で
す
。
限
ら
れ
た
学
術
的
資
源
の
有
効
利
用
の

た
め
に
は
、
学
術
経
営
上
、
高
度
な
戦
略
的
判
断
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
世
界
の
先
端
的
な
学
術
研
究
の
中

で
、
今
私
た
ち
が
な
に
を
引
き
受
け
る
べ
き
か
、
ま

た
そ
の
た
め
の
人
や
資
金
と
い
う
学
術
的
資
源
の
配

分
や
獲
得
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
と
い
う
こ
と
を

中
心
に
し
た
研
究
科
の
学
術
の
組
織
運
営
を
敏
速

に
、
か
つ
効
果
的
に
行
う
た
め
に
は
、
短
期
的
な
高

度
な
戦
略
的
判
断
が
必
要
で
す
。
本
研
究
は
そ
の
た

め
、
教
育
研
究
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
主
義
を
徹
底
的
に

採
用
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。既
に
今
日
ま
で
、

専
攻
や
大
講
座
ユ
ニ
ッ
ト
で
一
〇
に
も
あ
ま
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
新
領
域
創

成
科
学
研
究
科
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
主
義
を
徹
底

化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
先
端
的
研
究
の
自
己
革
新

と
学
融
合
を
押
し
進
め
よ
う
と
決
意
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
紹
介
し
た
い
こ
と
は
、
東
京
大
学
と
し
て

は
ほ
と
ん
ど
実
験
的
試
み
と
も
い
え
ま
す
が
、
柏
キ

ャ
ン
パ
ス
の
理
念
と
新
領
域
創
成
科
学
研
究
科
の
理

念
を
も
と
に
、
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
教
授
会
の
権

限
の
大
幅
な
委
譲
を
受
け
た
、
意
思
決
定
組
織
と
し

て
の
「
学
術
経
営
委
員
会
」
を
組
織
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
組
織
は
、
時
間
の
劣
化
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
文

字
ど
お
り
、
学
術
経
営
の
た
め
「
戦
略
志
向
と
組
織

の
柔
軟
性
」
を
実
現
す
る
管
理
運
営
組
織
で
す
。

��

さ
ま
ざ
ま
に
新
し
い
試
み
を
行
う
研
究
科
が
期
待

ど
お
り
実
現
す
る
か
、
一
〇
年
後
、
二
〇
年
後
に
も

新
領
域
創
成
科
学
を
生
み
出
す
研
究
科
と
言
え
る

か
、
こ
う
し
た
検
証
に
耐
え
る
よ
う
に
ス
タ
ッ
フ
は

が
ん
ば
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
声
援
く
だ
さ
い
。

似
田
貝
香
門
（
に
た
が
い
・
か
も
ん　

新
領
域
創
成
科
学
研
究

科
長
）�
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「物質」「エネルギー」「情報」「複雑系」「生命」「環境」という今後解決すべき問題領域をキ

ーワードとして、超領域的にアカデミックに編成された各分野領域のスタッフより構成されて

います。

　

社
会
情
報
研
究
所
は
、
昨
年
、
前
身
の
新
聞
研
究

所
か
ら
数
え
て
創
立
五
○
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
や
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
を
対
象
と
す
る

日
本
で
初
の
ユ
ニ
ー
ク
な
教
育
研
究
の
場
と
し
て
発

足
し
ま
し
た
が
、そ
の
当
初
は
、「
新
聞
理
論
」「
報
道
」

「
論
説
」
の
わ
ず
か
三
部
門
か
ら
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
新
聞
や
放
送
な
ど
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
発

展
と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
通
信
手
段
の
急
速
な
普
及

に
よ
る
高
度
情
報
社
会
の
進
展
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
社
会
情
報
全
体
を
視
野
に
い
れ
る
教
育
研
究
を

展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

社
会
情
報
研
究
所（
通
称
、
社
情
研
）に
名
称
を
変

え
た
の
は
平
成
四
年
で
、
現
在
の
体
制
は
「
情
報
・

メ
デ
ィ
ア
」「
情
報
行
動
」「
情
報
・
社
会
」
の
三
大
部

門
か
ら
な
り
、
研
究
分
野
は
一
一
に
拡
大
さ
れ
て
い

ま
す
。
現
在
の
社
情
研
で
は
、
情
報
社
会
の
さ
ま
ざ

ま
な
現
象
や
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

実
態
、
メ
デ
ィ
ア
産
業
の
構
造
や
情
報
・
言
論
に
か

ん
す
る
法
秩
序
、
メ
デ
ィ
ア
文
化
や
情
報
行
動
、
災

害
情
報
な
ど
に
、
強
い
関
心
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　

社
情
研
の
大
き
な
特
徴
は
、
人
文
社
会
科
学
の
多

様
な
学
問
分
野
の
枠
を
こ
え
た
共
同
研
究
を
推
進
し

て
い
る
こ
と
で
す
。
研
究
ス
タ
ッ
フ
に
は
、社
会
学
、

歴
史
学
、
社
会
心
理
学
、
法
学
、
政
治
学
、
経
済
学
、

メ
デ
ィ
ア
論
な
ど
の
専
門
家
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
所
内
や
国
内
で
の
共
同
研

究
は
も
ち
ろ
ん
、
最
近
で
は
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ

ス
、
中
国
、
韓
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
の
多
く

の
研
究
者
と
の
国
際
共
同
研
究
で
中
心
的
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

　

東
京
大
学
に
は
、
平
成
一
二
年
度
か
ら
、
情
報
学

環
・
学
際
情
報
学
府
と
い
う
、
文
理
融
合
を
理
念
と

す
る
部
局
横
断
的
な
教
育
研
究
組
織
が
設
置
さ
れ
ま

す
。
社
情
研
は
多
く
の
学
部
や
研
究
所
と
と
も
に
、

こ
の
新
し
い
組
織
に
立
ち
上
げ
の
段
階
か
ら
積
極
的

に
か
か
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
発
足
と
同
時
に
、
社
情

研
は
ス
タ
ッ
フ
を
交
代
で
派
遣
し
、
理
系
を
は
じ
め

と
す
る
多
く
の
分
野
の
研
究
者
と
共
同
し
、
東
京
大

学
に
お
け
る
「
情
報
学
」
の
教
育
研
究
の
充
実
に
向

け
、
そ
の
一
翼
を
担
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

社
情
研
は
、
教
育
活
動
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。
す
べ
て
の
教
授
・
助
教
授
は
、
大
学
院
人
文
社

会
系
研
究
科
・
社
会
文
化
専
攻
・
社
会
情
報
学
専
門

分
野
の
教
官
を
兼
担
し
て
い
ま
す
。
大
学
院
教
育
に

あ
た
っ
て
は
、
学
生
を
調
査
研
究
あ
る
い
は
共
同
研

究
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
員
と
し
て
参
加
さ
せ
る
、

い
わ
ゆ
る
オ
ン
・
ザ
・
リ
サ
ー
チ
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
早
い
時
期
か
ら
展
開
し
て
き
ま
し
た
。マ
ス
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
情
報
化
を
研
究
す
る
に

は
、
現
場
の
動
向
に
精
通
す
る
こ
と
が
重
要
で
、
こ

の
現
場
と
の
密
接
な
つ
な
が
り
が
、
社
情
研
の
ユ
ニ

ー
ク
な
大
学
院
教
育
の
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
修
士
課
程
二
八
名
、
博
士
課
程
三
四
名
、

外
国
人
研
究
生
二
○
名
、
合
計
八
二
名
の
学
生
が
在

籍
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
社
情
研
で
は
研
究
成
果
の

社
会
還
元
を
重
視
す
る
た
め
、
社
会
人
選
抜
の
制
度

を
平
成
二
年
か
ら
導
入
し
て
い
ま
す
。
入
学
し
て
く

る
学
生
は
、
修
了
す
る
と
、
社
会
情
報
に
か
ん
す
る

国
内
外
の
大
学
な
ど
の
研
究
教
育
機
関
、
あ
る
い
は

社
会
の
実
践
の
場
で
、
多
彩
な
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
新
聞
研
究
所
以
来
の
歴
史
を
も
つ
本
研

究
所
が
行
っ
た
企
画
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
昨
年
一

○
月
か
ら
一
二
月
に
か
け
て
、
総
合
研
究
博
物
館
と

共
催
し
た
「
ニ
ュ
ー
ス
の
誕
生
」
と
題
す
る
展
覧
会

で
す
。
五
〇
〇
〇
人
も
の
入
場
者
を
集
め
た
こ
の
展

覧
会
の
目
玉
は
、
新
聞
研
究
所
の
小
野
秀
雄
・
初
代

所
長
が
収
集
し
た
千
数
百
点
に
の
ぼ
る
瓦
版
や
新
聞

錦
絵
で
し
た
。

　

メ
デ
ィ
ア
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
普
及
・
発
展
に
よ

る
社
会
の
者
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